
(57)【要約】

【課題】コンパクトで効率よくディーゼル排ガス中の粒

子状物質を酸化、処理することができる、耐久性に優れ

た酸化触媒担持ディーゼルパティキュレートフィルタを

提供すること。

【解決手段】ガス流路２の入口開孔端から流入した排ガ

スを酸化触媒を担持した隔壁３の細孔を経て隣接するガ

ス流路２に導入し、出口開孔端から流出させる酸化触媒

担持ディーゼルパティキュレートフィルタにおいて、隔

壁３のガス入口側の圧力損失をガス出口側よりも大きく

したこと。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ガ ス 流 路 の 入 口 開 孔 端 か ら 流 入 し た 排 ガ ス を 酸 化 触 媒 を 担 持 し た 隔 壁 の 細 孔 を 経 て 隣 接 す
る ガ ス 流 路 に 導 入 し 、 該 隣 接 ガ ス 流 路 の 出 口 開 孔 端 か ら 流 出 さ せ る 酸 化 触 媒 担 持 デ ィ ー ゼ
ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ に お い て 、 前 記 隔 壁 の ガ ス 入 口 側 の 圧 力 損 失 を ガ ス 出 口 側 よ
り も 大 き く し た こ と を 特 徴 と す る 酸 化 触 媒 担 持 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ の ガ ス 入 口 側 の 触 媒 成 分 担 持 量 を ガ ス 出 口 側 よ
り も 多 く す る か 、 ま た は ガ ス 入 口 側 の み に 触 媒 成 分 を 担 持 さ せ 、 隔 壁 に お け る ガ ス 入 口 側
の 細 孔 を ガ ス 出 口 側 よ り も 数 多 く 閉 塞 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 酸 化 触 媒
担 持 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 触 媒 成 分 は 、 チ タ ニ ア 、 ア ル ミ ナ 、 セ リ ア お よ び シ リ カ か ら 選 ば れ た 少 な く と も １ つ
の 酸 化 物 を 有 す る 第 １ 成 分 と 、 Ｐ ｔ 、 Ｐ ｄ 、 Ｉ ｒ お よ び Ｒ ｈ か ら 選 ば れ た 少 な く と も １ つ
の 貴 金 属 成 分 を 有 す る 第 ２ 成 分 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 酸 化 触 媒 担 持 デ
ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 酸 化 触 媒 担 持 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ の 製 造
方 法 で あ っ て 、 前 記 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ の ガ ス 入 口 側 へ の 触 媒 成 分 の 担
持 回 数 を ガ ス 出 口 側 へ の 担 持 回 数 よ り も 多 く す る こ と を 特 徴 と す る 酸 化 触 媒 担 持 デ ィ ー ゼ
ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
酸 化 触 媒 担 持 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ の 上 流 側 か ら 下 流 側 に 被 処 理 ガ ス を 通
し て デ ィ ー ゼ ル 機 関 か ら の 排 ガ ス を 浄 化 す る 方 法 に お い て 、 前 記 フ ィ ル タ は 、 ガ ス 入 口 側
へ の 触 媒 担 持 量 を ガ ス 出 口 側 へ の 触 媒 担 持 量 よ り も 多 く し た も の で あ り 、 ガ ス 入 口 側 で 排
ガ ス 中 の Ｎ Ｏ を 酸 化 し て Ｎ Ｏ ２ 　 を 生 成 さ せ 、 ガ ス 出 口 側 で 前 記 生 成 し た Ｎ Ｏ ２ 　 に よ り
排 ガ ス 中 の 粒 子 状 物 質 を 酸 化 す る こ と を 特 徴 と す る 排 ガ ス 浄 化 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 酸 化 触 媒 担 持 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ お よ び 排 ガ ス 処 理 方 法 に 係
り 、 特 に 、 黒 煙 の 元 と な る 粒 子 状 物 質 （ 　 以 下 、 Ｐ Ｍ と も い う ） 　 を コ ン パ ク ト な 装 置 で
効 率 よ く 酸 化 、 処 理 す る こ と が で き る 酸 化 触 媒 担 持 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ
お よ び こ れ を 用 い た 排 ガ ス 処 理 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
デ ィ ー ゼ ル 排 ガ ス の 浄 化 方 法 に つ い て は 多 く の 研 究 が な さ れ て お り 、 さ ま ざ ま な 技 術 が 開
発 さ れ て い る 。 特 に 、 排 ガ ス に 含 ま れ る 粒 子 状 物 質 （ Ｐ Ｍ ） を 効 率 よ く 除 去 す る た め に は
、 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ （ 以 下 、 Ｄ Ｐ Ｆ と も い う ） を 用 い る 技 術 が 優 れ て
お り 、 従 来 技 術 と し て 次 の よ う な も の が 知 ら れ て い る 。 す な わ ち 、 特 開 平 ０ １ － ３ １ ８ ７
１ ５ 　 号 公 報 に は 、 ま ず 酸 化 触 媒 に よ り 排 ガ ス 中 の Ｎ Ｏ を Ｎ Ｏ ２ に 酸 化 し 、 生 成 し た Ｎ Ｏ

２ を 用 い て 後 流 に 設 置 し た デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ で 捕 獲 し た Ｐ Ｍ を 酸 化 除
去 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 反 応 を 纏 め る と 下 記 （ １ ） 　 式 、 　 （ ２ ） 式 で 示 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
Ｎ Ｏ 　 ＋ 　 １ ／ ２ Ｏ ２ 　 → 　 Ｎ Ｏ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 … 　 （ １ ）
Ｃ 　 　 　 ＋ 　 ２ Ｎ Ｏ ２ 　 　 → 　 Ｃ Ｏ ２ 　 ＋ 　 ２ Ｎ Ｏ 　 　 　 　 　 　 … 　 （ ２ ）
ま た 、 特 開 昭 ６ ０ － ２ ３ ５ ６ ２ ０ 号 公 報 に は 、 Ｄ Ｐ Ｆ に 酸 化 触 媒 を 担 持 し 、 コ ン パ ク ト な
１ つ の 装 置 で 上 記 （ １ ） 　 式 お よ び （ ２ ） 　 式 の 反 応 を 同 時 に 行 う 技 術 が 開 示 さ れ て お り
、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ９ ７ ２ ８ 号 公 報 に は 、 Ｄ Ｐ Ｆ の 前 端 面 に 上 記 （ １ ） 式 に 有 効 な 触 媒
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を 担 持 さ せ 、 後 段 に 炭 素 分 酸 化 触 媒 を 担 持 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ９ ７ ２ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ １ － ３ １ ８ ７ １ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 昭 ６ ０ － ２ ３ ５ ６ ２ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 は 、 装 置 の コ ン パ ク ト 化 と 耐 久 性 の 両 方 を 満 足 す る こ と は で
き な か っ た 。 す な わ ち 、 酸 化 触 媒 と デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ を 併 用 す る 技 術
で は 装 置 の コ ン パ ク ト 化 が 図 れ ず 、 一 方 、 コ ン パ ク ト な 酸 化 触 媒 担 持 Ｄ Ｐ Ｆ を 用 い た 技 術
で は 、 前 流 部 に お い て 上 記 （ １ ） 式 に 示 す Ｎ Ｏ の 酸 化 反 応 が 十 分 に 進 行 し な い た め に 、 Ｐ
Ｍ の 酸 化 速 度 が 遅 く な り 、 酸 化 さ れ な い ま ま の Ｐ Ｍ が フ ィ ル タ 部 の 入 口 側 か ら 徐 々 に 堆 積
し 、 Ｐ Ｍ が 堆 積 し た 部 分 で は 、 排 ガ ス と 触 媒 と の 接 触 が 妨 害 さ れ て Ｎ Ｏ の 酸 化 が 阻 害 さ れ
、 結 果 と し て Ｐ Ｍ の 堆 積 が 後 流 部 へ と 進 行 し 、 耐 久 性 の 点 で 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 し 、 コ ン パ ク ト な 装 置 で 効 率 よ く デ ィ ー ゼ
ル 排 ガ ス 中 の Ｐ Ｍ を 酸 化 、 処 理 す る こ と が で き る と と も に 、 優 れ た 耐 久 性 を 有 す る 酸 化 触
媒 担 持 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ お よ び こ れ を 用 い た 排 ガ ス 浄 化 方 法 を 提 供 す
る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 者 は 、 Ｄ Ｐ Ｆ へ の 酸 化 触 媒 の 担 持 方 法 と Ｄ Ｐ Ｆ 内 部 の ガ
ス の 流 れ お よ び Ｐ Ｍ の 除 去 効 率 と の 関 係 等 に つ い て 鋭 意 研 究 し た 結 果 、 Ｄ Ｐ Ｆ の ガ ス 流 れ
に 対 し て 上 流 側 （ 以 下 、 ガ ス 入 口 側 と も い う ） と 下 流 側 （ 以 下 、 ガ ス 出 口 側 と も い う ） の
触 媒 担 持 量 を 変 え る こ と に よ り 、 具 体 的 に は 、 Ｄ Ｐ Ｆ の 上 流 側 へ の 触 媒 担 持 量 を 下 流 側 へ
の 触 媒 担 持 量 よ り も 多 く し て 隔 壁 に お け る 上 流 側 の 圧 力 損 失 を 下 流 側 の 圧 力 損 失 よ り も 大
き く す る こ と に よ り 、 フ ィ ル タ 内 部 の ガ ス の 流 れ が コ ト ロ ー ル さ れ 、 Ｎ Ｏ の Ｎ Ｏ ２ 　 へ の
酸 化 お よ び Ｎ Ｏ ２ 　 に よ る Ｐ Ｍ の 酸 化 が 促 進 さ れ る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 に 到 達 し た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
す な わ ち 、 本 願 で 特 許 請 求 す る 発 明 は 、 以 下 の と お り で あ る 。
（ １ ） ガ ス 流 路 の 入 口 開 孔 端 か ら 流 入 し た 排 ガ ス を 酸 化 触 媒 を 担 持 し た 隔 壁 の 細 孔 を 経 て
隣 接 す る ガ ス 流 路 に 導 入 し 、 該 隣 接 ガ ス 流 路 の 出 口 開 孔 端 か ら 流 出 さ せ る 酸 化 触 媒 担 持 デ
ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ に お い て 、 前 記 隔 壁 の ガ ス 入 口 側 の 圧 力 損 失 を ガ ス 出
口 側 よ り も 大 き く し た こ と を 特 徴 と す る 酸 化 触 媒 担 持 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル
タ 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ ２ ） 前 記 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ の ガ ス 入 口 側 の 触 媒 成 分 担 持 量 を ガ ス 出
口 側 よ り も 多 く す る か 、 ま た は ガ ス 入 口 側 の み に 触 媒 成 分 を 担 持 さ せ 、 隔 壁 に お け る ガ ス
入 口 側 の 細 孔 を ガ ス 出 口 側 よ り も 数 多 く 閉 塞 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） に 記 載 の
酸 化 触 媒 担 持 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ 。
（ ３ ） 前 記 触 媒 成 分 は 、 チ タ ニ ア 、 ア ル ミ ナ 、 セ リ ア お よ び シ リ カ か ら 選 ば れ た 少 な く と
も １ つ の 酸 化 物 を 有 す る 第 １ 成 分 と 、 Ｐ ｔ 、 Ｐ ｄ 、 Ｉ ｒ お よ び Ｒ ｈ か ら 選 ば れ た 少 な く と
も １ つ の 貴 金 属 成 分 を 有 す る 第 ２ 成 分 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ ２ ） に 記 載 の 酸 化 触
媒 担 持 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ ４ ） 上 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の 何 れ か に 記 載 の 酸 化 触 媒 担 持 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ
ィ ル タ の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ の ガ ス 入 口 側 へ の
触 媒 成 分 の 担 持 回 数 を ガ ス 出 口 側 へ の 担 持 回 数 よ り も 多 く す る こ と を 特 徴 と す る 酸 化 触 媒
担 持 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。
（ ５ ） 酸 化 触 媒 担 持 デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ の 上 流 側 か ら 下 流 側 に 被 処 理 ガ
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ス を 通 し て デ ィ ー ゼ ル 機 関 か ら の 排 ガ ス を 浄 化 す る 方 法 に お い て 、 前 記 フ ィ ル タ は 、 ガ ス
入 口 側 へ の 触 媒 担 持 量 を ガ ス 出 口 側 へ の 触 媒 担 持 量 よ り も 多 く し た も の で あ り 、 ガ ス 入 口
側 で 排 ガ ス 中 の Ｎ Ｏ を 酸 化 し て Ｎ Ｏ ２ 　 を 生 成 さ せ 、 ガ ス 出 口 側 で 前 記 生 成 し た Ｎ Ｏ ２ 　

に よ り 排 ガ ス 中 の 粒 子 状 物 質 を 酸 化 す る こ と を 特 徴 と す る 排 ガ ス 浄 化 方 法 。
【 ０ ０ １ ０ 】
次 に 、 本 発 明 の 原 理 を 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 酸 化 触 媒 担 持 Ｄ Ｐ Ｆ に お け る 排 ガ ス の 流 れ を 模 式 的 に 示 す 説 明 図 、 図 ２
は 、 従 来 技 術 に お け る 排 ガ ス の 流 れ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
Ｄ Ｐ Ｆ は 、 隔 壁 を 介 し て 複 数 平 行 に 設 け ら れ た ガ ス 流 路 の 隣 接 す る 入 口 端 お よ び 出 口 端 を
そ れ ぞ れ 交 互 に 閉 塞 さ せ 、 ガ ス 流 路 の 入 口 開 孔 端 か ら 流 入 し た 排 ガ ス を 前 記 隔 壁 の 細 孔 を
経 て 隣 接 す る ガ ス 流 路 に 導 入 し 、 該 隣 接 ガ ス 流 路 の 出 口 開 孔 端 か ら 流 出 さ せ 、 排 ガ ス が セ
ル の 隔 壁 ３ を 通 り 抜 け る 際 、 該 隔 壁 ３ に 設 け ら れ た 細 孔 よ り も 大 き い Ｐ Ｍ を 分 離 、 除 去 す
る こ と を 目 的 と す る も の で あ り 、 経 時 的 に 圧 力 損 失 は 高 く な る 。 こ の た め 、 で き る だ け 気
孔 率 の 大 き な も の を 用 い て 圧 力 損 失 の 増 加 割 合 を 小 さ く す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
し か し な が ら 、 図 ２ に 示 し た 従 来 技 術 で は 、 排 ガ ス 流 ４ が 隔 壁 ３ を ほ ぼ 均 一 に 通 り 抜 け て
い る の で 、 ガ ス 入 口 側 で 、 排 ガ ス と Ｄ Ｐ Ｆ に 担 持 さ れ た 触 媒 と の 接 触 時 間 を 十 分 に 確 保 す
る こ と が で き ず 上 記 （ １ ） 式 に 示 し た Ｎ Ｏ の Ｎ Ｏ ２ へ の 酸 化 が 不 十 分 と な る 。 従 っ て 、 結
果 と し て （ ２ ） 式 に 示 し た Ｎ Ｏ ２ に よ る Ｐ Ｍ の 酸 化 量 が 少 な く な る 。 こ の た め 、 Ｄ Ｐ Ｆ 入
口 部 に お け る Ｐ Ｍ の 浄 化 は 、 Ｎ Ｏ ２ 　 に よ る 酸 化 よ り も 触 媒 と の 接 触 酸 化 の 占 め る 割 合 が
多 く な り 、 Ｐ Ｍ と の 接 触 酸 化 速 度 の 非 常 に 速 い 触 媒 の 開 発 が 重 要 と な る が 、 Ｐ Ｍ の 燃 焼 工
程 に お い て は 上 記 （ ２ ） 式 に 示 す 反 応 が 非 常 に 速 い こ と か ら こ の 反 応 速 度 と 同 等 の 反 応 速
度 が 得 ら れ る よ う な 触 媒 の 開 発 は 非 常 に 困 難 で あ り 、 ガ ス 入 口 部 に 未 処 理 の Ｐ Ｍ が 堆 積 し
易 い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ れ に 対 し て 、 本 発 明 は 、 Ｄ Ｐ Ｆ の 隔 壁 ３ に お け る ガ ス 入 口 側 の 圧 力 損 失 を ガ ス 出 口 側 よ
り も 大 き く し 、 こ れ に よ っ て 図 １ に 示 し た よ う に 、 Ｎ Ｏ ２ 濃 度 の 低 い Ｄ Ｐ Ｆ 入 口 部 に お け
る 隔 壁 ３ を 通 り 抜 け る ガ ス 量 を 少 な く す る か ま た は 無 く し 、 Ｎ Ｏ の 酸 化 に よ る Ｎ Ｏ ２ 濃 度
が 高 く な っ た ガ ス 出 口 側 で 隔 壁 ３ を 通 り 抜 け る ガ ス 流 ４ を 多 く し た も の で あ る 。 こ れ に よ
っ て 本 発 明 は 、 Ｄ Ｐ Ｆ の 入 口 部 に お け る 排 ガ ス と 触 媒 と の 接 触 時 間 が 確 保 さ れ 、 Ｎ Ｏ の Ｎ
Ｏ ２ 　 へ の 酸 化 が 促 進 さ れ る 一 方 、 排 ガ ス 中 の Ｐ Ｍ は 、 隔 壁 を 通 り 抜 け る ガ ス 量 が 多 く な
る ガ ス 出 口 側 で 主 と し て 捕 集 さ れ 、 ガ ス 入 口 側 で 生 成 し た Ｎ Ｏ ２ 　 に よ っ て 効 率 よ く 燃 焼
、 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に お い て は 、 Ｄ Ｐ Ｆ の ガ ス 入 口 部 で Ｎ Ｏ の Ｎ Ｏ ２ 　 へ の 酸 化 と 、 一 部 の Ｐ Ｍ の 触 媒
と の 接 触 反 応 に よ る 酸 化 が 行 わ れ 、 ガ ス 出 口 部 で は 反 応 速 度 の 速 い Ｎ Ｏ ２ に よ る Ｐ Ｍ の 酸
化 が 効 率 よ く 行 わ れ る 。 従 っ て 、 酸 化 触 媒 層 と Ｄ Ｐ Ｆ の ２ つ 設 備 を 必 要 と す る こ と な く 、
コ ン パ ク ト な 装 置 で デ ィ ー ゼ ル 排 ガ ス を 効 率 よ く 浄 化 す る こ と が で き 、 か つ 前 記 Ｐ Ｍ の 燃
焼 に よ っ て フ ィ ル タ が 再 生 さ れ る の で 、 優 れ た 耐 久 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に お い て 、 ガ ス 流 路 隔 壁 の ガ ス 入 口 側 の 圧 力 損 失 を ガ ス 出 口 側 の 圧 力 損 失 よ り も 大
き く す る 方 法 と し て は 、 例 え ば ガ ス 入 口 側 の 触 媒 成 分 担 持 量 を ガ ス 出 口 側 よ り も 多 く す る
か 、 ま た は ガ ス 入 口 側 の み に 触 媒 成 分 を 担 持 さ せ 、 前 記 隔 壁 に お け る ガ ス 入 口 側 の 細 孔 を
ガ ス 出 口 側 の 細 孔 に 比 べ て 数 多 く 閉 塞 さ せ る 方 法 が 採 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 に お い て 、 酸 化 触 媒 担 持 Ｄ Ｐ Ｆ は 、 ガ ス 入 口 側 の 触 媒 成 分 担 持 回 数 を ガ ス 出 口 側 の
触 媒 成 分 担 持 回 数 よ り も 多 く す る こ と に よ っ て 調 製 さ れ る 。 例 え ば 、 Ｄ Ｐ Ｆ の ガ ス 入 口 側
の ３ 分 の ２ に 触 媒 成 分 を 担 持 し 、 次 い で ガ ス 入 口 側 の ３ 分 の １ だ け に 触 媒 成 分 を 担 持 す る
な ど の 方 法 が 好 適 に 採 用 さ れ る 。 触 媒 成 分 の 担 持 方 法 と し て は 、 例 え ば 触 媒 成 分 を 含 む ゾ
ル 、 水 溶 液 ま た は ス ラ リ を 調 製 し 、 こ れ に Ｄ Ｐ Ｆ の 一 部 ま た は 全 部 を 浸 漬 、 含 浸 す る 方 法
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が 挙 げ ら れ る 。 こ の と き 、 後 述 す る 第 １ 触 媒 成 分 と 第 ２ 触 媒 成 分 を 順 次 含 浸 、 担 持 さ せ る
こ と も で き る が 、 両 成 分 を 同 時 に 担 持 さ せ て も よ い 。 ま た Ｄ Ｐ Ｆ の 上 流 側 の み に 第 １ 成 分
を 担 持 さ せ 、 そ の 後 、 第 ２ 成 分 を Ｄ Ｐ Ｆ 全 体 に 担 持 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 酸 化 触 媒 担 持 Ｄ Ｐ Ｆ を 用 い た 排 ガ ス 処 理 方 法 に お い て は 、 Ｄ Ｐ Ｆ の ガ ス 入 口 側 で
主 と し て 排 ガ ス 中 の Ｎ Ｏ を 酸 化 し て Ｎ Ｏ ２ 　 を 生 成 さ せ 、 ガ ス 出 口 側 で 、 主 と し て 前 記 生
成 し た Ｎ Ｏ ２ 　 に よ っ て ガ ス 流 路 隔 壁 に 捕 集 さ れ た Ｐ Ｍ の 酸 化 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 に お い て 、 Ｄ Ｐ Ｆ に 担 持 す る 触 媒 成 分 と し て は 、 例 え ば 、 チ タ ニ ア 、 ア ル ミ ナ 、 セ
リ ア お よ び シ リ カ か ら 選 ば れ た 少 な く と も １ つ の 酸 化 物 を 有 す る 第 １ 成 分 と 、 Ｐ ｔ （ 白 金
） 、 Ｐ ｄ （ パ ラ ジ ウ ム ） 、 Ｉ ｒ （ イ リ ジ ウ ム ） お よ び Ｒ ｈ （ ロ ジ ウ ム ） か ら 選 ば れ た 少 な
く と も １ つ の 貴 金 属 成 分 を 有 す る 第 ２ 成 分 を 含 む も の が 好 適 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 を 実 施 例 を 用 い て よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
実 施 例 １
ア ル ミ ナ ゾ ル （ 日 産 化 学 社 製 、 ア ル ミ ナ ゾ ル ５ ２ ０ ） と セ リ ウ ム ゾ ル （ 多 木 化 学 社 製 、 ニ
ー ド ラ ー ル Ｕ － １ ５ ） を 重 量 比 ２ ： １ で 混 合 し た 含 浸 液 を 調 製 し 、 こ れ に デ ィ ー ゼ ル パ テ
ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ （ 日 立 金 属 社 製 、 多 孔 質 コ ー ジ ェ ラ イ ト 、 ３ ０ ０ ｃ ｐ ｓ ｉ 　 、 ８ セ
ル × ６ ６ ｍ ｍ 、 以 下 Ｈ Ｋ － Ｄ Ｐ Ｆ と い う ） の ガ ス 流 れ 方 向 で 上 流 側 と な る 半 分 を 浸 漬 し た
。 こ の と き の 浸 漬 は 、 毛 細 現 象 に よ り 前 記 ゾ ル が 下 流 側 に 移 行 し な い よ う に 、 予 め Ｄ Ｐ Ｆ
の 吸 水 量 の 半 分 の 水 を 下 流 側 か ら 吸 い 切 っ た 状 態 で 行 っ た 。 そ の 後 、 遠 心 分 離 に よ り 液 切
り を 行 い 、 １ ５ ０ ℃ で ２ 時 間 乾 燥 後 、 ５ ０ ０ ℃ で ２ 時 間 焼 成 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 い で 、 得 ら れ た ア ル ミ ナ 、 セ リ ウ ム 含 浸 Ｄ Ｐ Ｆ の ガ ス 流 れ 方 向 の 上 流 側 か ら ジ ニ ト ロ ジ
ア ン ミ ン 白 金 硝 酸 液 を 吸 い 切 り 含 浸 に よ り 担 持 し 、 １ ５ ０ ℃ で ２ 時 間 乾 燥 後 、 ５ ５ ０ ℃ で
２ 時 間 焼 成 し 、 酸 化 触 媒 担 持 Ｄ Ｐ Ｆ － １ （ 担 持 量 ： Ａ ｌ ２ Ｏ ３ ・ Ｃ ｅ Ｏ ２ ＝ ２ ２ ｇ ／ Ｌ 、
Ｐ ｔ ＝ １ ． ６ ｇ ／ Ｌ ） を 得 た 。 得 ら れ た 酸 化 触 媒 担 持 Ｄ Ｐ Ｆ － １ を 用 い 、 下 記 表 １ に 示 し
た 条 件 で デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン か ら の 排 ガ ス 処 理 試 験 を 行 い 、 差 圧 の 変 動 を 測 定 し た 。 ま た
、 こ の と き 同 様 に 調 製 し た サ ン プ ル を ガ ス 流 れ 方 向 で 半 分 に 切 断 し 、 ２ 液 混 合 の 接 着 剤 に
よ り 栓 を 設 け て Ｄ Ｐ Ｆ 化 し 、 Ｓ Ｖ ＝ ８ ０ ０ ０ ０ ｈ － １ に て 差 圧 を 測 定 し た と こ ろ 、 上 流 側
で ３ ５ ｍ ｍ Ｈ ２ Ｏ 、 下 流 側 で ３ ３ ｍ ｍ Ｈ ２ Ｏ で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ２ １ 】
比 較 例 １
触 媒 を 担 持 し て い な い Ｈ Ｋ － Ｄ Ｐ Ｆ を 用 い 、 上 記 実 施 例 １ と 同 様 の 試 験 を 行 い 同 様 に し て
差 圧 の 変 動 を 測 定 し た 。 ま た 、 こ の と き 同 様 の サ ン プ ル を ガ ス 流 れ 方 向 で 半 分 に 切 断 し 、
２ 液 混 合 接 着 剤 に よ り 栓 を 設 け て Ｄ Ｐ Ｆ 化 し て 差 圧 を 測 定 し た と こ ろ 、 上 流 側 で ３ ３ ｍ ｍ
Ｈ ２ Ｏ 、 下 流 側 で ３ ３ ｍ ｍ Ｈ ２ Ｏ で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
実 施 例 ２
チ タ ニ ア ゾ ル （ 石 原 産 業 社 製 、 Ｃ Ｓ － Ｎ ） に 、 Ｈ Ｋ － Ｄ Ｐ Ｆ を 浸 漬 し 、 遠 心 分 離 に よ り 液
切 り を 行 い 、 １ ５ ０ ℃ で ２ 時 間 乾 燥 し た 後 、 吸 水 量 の 半 分 の 水 を 下 流 側 か ら 吸 い 切 っ た 状
態 で ガ ス 流 れ 方 向 で 上 流 側 と な る 半 分 の み を 再 度 前 記 チ タ ニ ア ゾ ル に 浸 漬 し 、 遠 心 分 離 に
よ り 液 切 り を 行 い 、 １ ５ ０ ℃ で ２ 時 間 乾 燥 後 、 ５ ０ ０ ℃ で ２ 時 間 焼 成 し た 。 次 い で 、 得 ら
れ た チ タ ニ ア ゾ ル 含 浸 Ｄ Ｐ Ｆ に ジ ニ ト ロ ジ ア ン ミ ン 白 金 硝 酸 液 を 含 浸 担 持 さ せ 、 １ ５ ０ ℃
で ２ 時 間 乾 燥 し 、 ５ ５ ０ ℃ で ２ 時 間 焼 成 し て 酸 化 触 媒 担 持 Ｄ Ｐ Ｆ － ２ （ 担 持 量 ： Ｔ ｉ Ｏ ２

＝ ６ １ ｇ ／ Ｌ ， Ｐ ｔ ＝ １ ． ６ ｇ ／ Ｌ ） を 得 た 。 得 ら れ た 酸 化 触 媒 担 持 Ｄ Ｐ Ｆ － ２ を 用 い 、
実 施 例 １ と 同 様 の 試 験 を 行 い 、 同 様 に し て 差 圧 の 変 動 を 測 定 し た 。 ま た 、 こ の と き 同 様 に
調 製 し た サ ン プ ル を ガ ス 流 れ 方 向 で 半 分 に 切 断 し 、 ２ 液 混 合 の 接 着 剤 に よ り 栓 を 設 け て Ｄ
Ｐ Ｆ 化 し 、 差 圧 を 測 定 し た と こ ろ 、 上 流 側 で ３ ８ ｍ ｍ Ｈ ２ Ｏ 、 下 流 側 で ３ ４ ｍ ｍ Ｈ ２ Ｏ で
あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
比 較 例 ２
チ タ ニ ア ゾ ル （ 石 原 産 業 社 製 、 Ｃ Ｓ － Ｎ ） に 、 Ｈ Ｋ － Ｄ Ｐ Ｆ を 浸 漬 し 、 遠 心 分 離 に よ り 液
切 り を 行 っ た 後 、 １ ５ ０ ℃ で ２ 時 間 乾 燥 し 、 ５ ０ ０ ℃ で ２ 時 間 焼 成 し た 。 次 い で ジ ニ ト ロ
ジ ア ン ミ ン 白 金 硝 酸 液 を 含 浸 担 持 し 、 遠 心 分 離 後 、 １ ５ ０ ℃ で ２ 時 間 乾 燥 し 、 ５ ５ ０ ℃ で
２ 時 間 焼 成 し て 酸 化 触 媒 担 持 Ｄ Ｐ Ｆ － ３ （ 担 持 量 ： Ｔ ｉ Ｏ ２ ＝ ３ ８ ｇ ／ Ｌ 、 Ｐ ｔ ＝ １ ． ６
ｇ ／ Ｌ ） を 得 た 。 得 ら れ た 酸 化 触 媒 担 持 Ｄ Ｐ Ｆ － ３ を 用 い 、 実 施 例 １ と 同 様 の 試 験 を 行 い
、 同 様 に し て 差 圧 の 変 動 を 測 定 し た 。 ま た 、 こ の と き 同 様 に 調 製 し た サ ン プ ル を ガ ス 流 れ
方 向 で 半 分 に 切 断 し 、 ２ 液 混 合 接 着 剤 に よ り 栓 を 設 け て Ｄ Ｐ Ｆ 化 し 、 差 圧 を 測 定 し た と こ
ろ 、 上 流 側 で ３ ４ ｍ ｍ Ｈ ２ Ｏ 、 下 流 側 で ３ ４ ｍ ｍ Ｈ ２ Ｏ で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 施 例 １ 、 ２ お よ び 比 較 例 １ 、 ２ に お け る 初 期 差 圧 を 表 ２ に 、 差 圧 の 変 化 を 図 ３ に 示 し た
。
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
実 施 例 １ と 比 較 例 １ か ら 、 触 媒 を 担 持 し て い な い 比 較 例 １ は 経 過 時 間 と と も に 差 圧 が 大 き
く 上 昇 し て い る が 、 触 媒 を 担 持 さ せ た 実 施 例 １ で は 途 中 か ら ほ と ん ど 上 昇 し て い な い こ と
が 分 か る 。 ま た 実 施 例 １ お よ び ２ と 比 較 例 ２ と の 比 較 よ り 、 ガ ス 入 口 側 の 触 媒 担 持 量 を ガ
ス 出 口 側 よ り も 多 く し て 隔 壁 に お け る ガ ス 入 口 側 の 差 圧 を ガ ス 出 口 側 の 差 圧 よ り も 大 き く
し た 実 施 例 １ お よ び ２ に お け る 経 時 的 な 差 圧 の 上 昇 は 比 較 例 ２ の そ れ よ り も 小 さ い こ と が
分 か る 。 こ の 結 果 、 本 発 明 を 採 用 す る こ と に よ り 、 Ｄ Ｐ Ｆ 内 部 で の ガ ス 流 れ を 制 御 し 、 ガ
ス の 流 れ 方 向 に 対 し て 上 流 側 で 主 に Ｎ Ｏ の 酸 化 を 行 い 、 Ｐ Ｍ の 酸 化 分 解 は 主 に 下 流 側 で 多
く 行 う こ と で 効 率 よ く デ ィ ー ゼ ル 排 ガ ス を 浄 化 で き る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 願 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ガ ス 入 口 側 に お い て 、 排 ガ ス の 隔 壁 通 過 を 抑 制 し
、 排 ガ ス と 酸 化 触 媒 と の 接 触 を 促 進 し て 主 と し て Ｎ Ｏ の Ｎ Ｏ ２ 　 へ の 酸 化 を 行 い 、 ガ ス 出
口 側 で は 、 排 ガ ス の 隔 壁 通 過 を 促 し 、 主 と し て 前 記 隔 壁 に 捕 捉 さ れ た Ｐ Ｍ を 、 ガ ス 入 口 側
で 生 成 し た Ｎ Ｏ ２ 　 に よ っ て 燃 焼 、 酸 化 さ せ る こ と が で き る の で 、 デ ィ ー ゼ ル 排 ガ ス を 効
率 よ く 浄 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 隔 壁 に 捕 捉 さ れ た Ｐ Ｍ の 燃 焼 に よ っ て Ｄ Ｐ Ｆ が
連 続 的 に 再 生 さ れ る の で 、 コ ン パ ク ト で 耐 久 性 に 優 れ た 排 ガ ス 浄 化 装 置 を 構 成 す る こ と が
で き る 。
本 願 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 発 明 の 効 果 に 加 え 、 Ｄ Ｐ Ｆ の 上 流 側 と 下 流 側
の 差 圧 差 を 任 意 に 選 択 、 調 整 し て Ｄ Ｐ Ｆ 内 の 排 ガ ス 流 を よ り 細 か く 制 御 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 願 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 発 明 の 効 果 に 加 え 、 特 定 の 貴 金 属 を 含 む 酸 化
触 媒 に よ り 、 効 率 よ く 排 ガ ス 中 の Ｎ Ｏ お よ び Ｐ Ｍ を 酸 化 、 燃 焼 さ せ 、 デ ィ ー ゼ ル 排 ガ ス を
効 率 よ く 浄 化 す る こ と が で き る 。
本 願 の 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 隔 壁 に お け る ガ ス 入 口 側 の 圧 力 損 失 が ガ ス 出 口 側
の 圧 力 損 失 よ り も 大 き い 酸 化 触 媒 担 持 Ｄ Ｐ Ｆ を 容 易 に 製 造 す る こ と が で き る 。
本 願 の 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ガ ス 入 口 側 で 主 と し て デ ィ ー ゼ ル 排 ガ ス 中 の Ｎ Ｏ
を Ｎ Ｏ ２ 　 に 酸 化 し 、 ガ ス 出 口 側 で 主 と し て Ｐ Ｍ を 前 記 Ｎ Ｏ ２ 　 に よ っ て 酸 化 、 燃 焼 さ せ
る こ と に よ り 、 全 体 と し て デ ィ ー ゼ ル 排 ガ ス を 効 率 よ く 処 理 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 で あ る 酸 化 触 媒 担 持 Ｄ Ｐ Ｆ の 原 理 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ２ 】 従 来 技 術 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ３ 】 実 施 例 お よ び 比 較 例 に お け る 差 圧 の 経 時 変 化 を 示 す 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … デ ィ ー ゼ ル パ テ ィ キ ュ レ ー ト フ ィ ル タ （ Ｄ Ｐ Ｆ ） 、 ２ … ガ ス 流 路 、 ３ … 隔 壁 、 ４ … 排
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ガ ス 流 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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